
工事施工計画書記載項目について

１．工事請負代金が1,000万円以上の工事についての記載項目
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※再生資源に係る計画書・実施書については監督員と協議

のうえ、コブリスもしくはエクセルで作成
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２．工事請負代金が200万円以上　1,000万円未満の工事についての記載項目

省略について 備　　考

1 計画工程表 省略

2 主要資材 省略

3 施工方法 条件付き省略 監督員と協議し、必要に応じて作成

4 施工管理計画 必須
出来形管理基準、品質管理基準、段階確認及び検査員検

査、下請け検査及び社内検査について記載

5 安全管理 必須

6 緊急時の体制及び対応 必須

7 交通管理 条件付き省略 現道上の工事等、交通影響のある場合は省略不可

8 環境対策 条件付き省略
周辺地域等へ地盤変動等の影響が予想される掘削を伴う工

事や第三者に対する影響のある工事は省略不可

9 現場環境の整備 省略

10
再生資源の利用の促進と建設副産物の適正

処理方法
省略

11 その他（休日または夜間の作業計画等） 条件付き省略 必要に応じて作成（休日または夜間の作業計画等）

計画工程表

主要資材

施工方法

項　目

現場環境の整備

施工管理計画

安全管理

緊急時の体制及び対応

交通管理

環境対策

※コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材、建設汚泥または建設混合廃棄物を搬入または搬出する場合に

は、施工計画作成時、工事完了時に必要な情報を建設副産物情報交換システム（COBRIS)に入力するものとする。また、建設副産物

実態調査（センサス）についても、対象となる建設副産物の品目について、データを入力し調査票を監督員へ提出すること。なお、

出力した調査票は「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」の提出に代わるものとする。なお、これによりがたい場

合には、監督員と協議しなければならない。（監督員との協議の結果、エクセル様式での提出は可）

再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法

その他（休日または夜間の作業計画等）

項　　目


